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安曇野市

平成 26年（2014 年）7月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口98,769人（－70）／男47,878人（－46）／女50,891人（－24）／世帯38,057世帯（－17）

人口と世帯

　　議会報告会が開催されました	 ２
平成 25・26 年度一般会計補正予算 	 ５
6月定例会　請願・陳情審議

“集団的自衛権の行使容認”について市議会賛否激論！！	 ６
市政のここが聴きたい！　6月定例会一般質問	 11
市民の声・編集後記 	 20

主役はあづみっ子！！
優しく力強く春の運動会（豊科東小学校）

初
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　　 議会報告会 を開催！！
　　　　（3月定例会の内容）　その１
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す
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○この議会報告会の開催をどのように知りましたか ○議会報告会の時間はどうでしたか

○配布資料はどうでしたか ○議会報告会の内容について十分理解できましたか

○報告会の評価はどうですか ○議会報告会の開催日について参加しやすいのはいつですか

○次回の議会報告会にも参加したいですか ○市議会に期待することは何ですか

○市議会だよりを読んでいますか

十分　23 普通　45 不十分　46

長かった

7 普通　50 短かった　45

28 わかりにくかった 35 どちらともいえない 40

わかりやすかった

評価する　64 9 どちらともいえない 33

評価しない

参加したい　83 2 19

参加したくない どちらともいえない

毎回読んでいる　75 29 3

時々読んでいる 読んでいない

行政のチェック　52 43 市民との対話　56 25 3

議会としての政策の提言やその実現 議会情報の発信 その他

平日の夜　53 土日の夜　28 15

土日の昼間

議員から 24 10 広報・議会だより　66 11 9

ホームページ 新聞等 その他

穂高会場

初

アンケート集計結果（人）

※回答数が参加者数を超えているものは複数回答です。
※未回答数は除いてあります。

総務委員会の報告
平成 26 年度当初予算 439 億 6,000 万円で過去最大（本庁舎関連市債発行額ピーク）

平成 26 年度当初予算の市債発行額は、平成25 年度の市債発行額（62 億 880 万円）に対し43.5％増の 89 億 790 万円である。 
これに対して、予算の修正案が提出されたが　　否決。原案を賛成多数で可決した。

建設水道委員会の報告

日本電熱㈱豊科工場跡地を商業施設に

地区土地利用計画を策定し、工場から商業施設へ用途を変更

《これまでの経過》

1 平成25年10月　日本電熱㈱から、市に商業施設用地としたい旨の提案。 

2 同 11 月　近隣地区住民約 1,800 人と周辺区長 12 人から、生鮮食料

品を扱う商業施設誘致を要望する賛同書が市に提出される。 

3 同 11 月末　市は説明会の結果等をふまえ、用途変更を妥当と判断。 

4 平成 26 年１月　都市計画審議会と土地利用審議会が計画案は妥当と

答申。
5 商業施設用地への用途変更を可決 

6 地域住民の声や買い物弱者の解消につながるなど、将来

のまちづくりにとって望ましいことから、計画の妥当

性を理解し全員賛成で可決した。

環境経済委員会の報告

松くい虫による被害（松枯れ）対策

安曇野市では、平成 12 年に松くい虫被害が確認されてから、明

科地域押野山、東山一帯（光城山、長峰山）をはじめ、西山山麓（特

に穂高権現宮マレットゴルフ場）にまで被害が拡大している。

松くい虫による被害の拡大防止と、健全な森林機能の保全を目

的とした平成 26 年度安曇野市一般会計予算を審査するなか

で、薬剤空中散布等の反対・賛成の討論があったが、賛成

多数で可決した。

福祉教育委員会の報告豊科公民館耐震補強・大規模改修工事老朽化が進み耐震補強工事の必要性が生じた、豊科公民館の大ホールおよび管理棟について平成 26 年度安曇野市一般会計予算に工事費用が計上された。多くの質疑と反対・賛成の討論があったが、賛成多数で可決した。
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皆さんからのご意見の一部を紹介します平成26年6月定例会
平成26年度安曇野市6月定例会は、6月2日に開会し会期25日間を持って6月26日に閉会しました。
この間、市長提出議案など45件が審議されました。

平成25年度安曇野市一般会計補正予算（専決第1号）

平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第１号・第２号）

賛成多数で可決

賛成多数で可決

補正前の予算額
397億6,700万円

補正後の予算額
398億9,600万円

補正予算額
1億2,900万円

降雪災害復旧支援費を増額
平成 26 年 2 月、2 度にわたる大雪で、市内にお

いて多くの農業用ビニールハウスが倒壊しました。
再建に向けた建築補助のみではなく、撤去費も

含め無利子で資金助成されます。

有料道路割引回数通行券購入代を助成
三才山トンネル有料道路他 3 路線（新和田トン

ネル有料道路・平井寺トンネル有料道路・白馬長
野有料道路）の通行料金の一部を市が負担します。

報告会場でお答えできなかったことに回答

アルプス保育園建設工事は入札不落
により、設計上の工期を見直した上、再
入札をすることになりました。今年度
の完成が見込まれないため、平成 27 年
度の債務負担行為が追加されました。

しゃくなげの湯整備事業において、設計内容
の変更により入札が遅れるため、平成 27 年度ま
での債務負担行為が増額され
ました。

債務負担行為の追加と増額

クローズアップ

2億6,107万１千円

1,052万円

大きく倒壊したビニールハウス

アルプス保育園 しゃくなげの湯

横内　理恵子さん、三澤　一子さんの人権擁護委員の推薦について適任とした
（平成 26 年 10 月 1 日から平成 29 年 9 月 30 日まで）人事案件

　議会報告会でいただいた貴重なご意見は今後の参考とさせていただきます。議会ではご意見を各委員会で
調査・検討し、議会の改善につなげ、市長などへも投げ掛けていきます。今後、順次報告していきます。

1 議会基本条例に基づく市民との意見交換会
の実現について。

2  様々な市の課題について、会派を超えて研
究会を立ち上げ検討してほしい。

3	 議会の情報公開はまだ不十分。ホームペー
ジももっと使いやすくすべき。

4  安曇野市議会基本条例の説明をする場があ
ると、より開かれた議会になると考える。

5  議員の資質向上について。
6  ある議案の提案経過の資料を見たいときが

あるが、議会対応は可能か。
7  議会報告会の資料作りは、パワーポイント

の使い方などもっと工夫を。
8  議員視察の報告や政策提言に力を入れてほ

しい。（三才山トンネル無料化、Ｉターン・
Ｕターン・女性の農業者誘致、空き家活用
等々について）

9	 各議員の活動状況がわかる「議員だより」
のようなものを義務化してほしい。

10  市民への報告会なのに議会用語が多すぎて
わかりにくい。

11  議会報告会は年に 2 回はやってほしい。
12	 意見交換の時間をもっととってほしい。

議会改革推進委員会

13  市の財政や借金に関する市議会の認識につ
いて。

14	 三郷支所整備計画の経過は不透明なので、
真相をはっきりさせるべき。

総務委員会

15  松枯れ対策に関する市議会の取り組みや進
捗状況について、議会として検証している
か。松枯れ対策のプロジェクトチームを作
ったらどうか。

環境経済委員会

20  明科公民館の職員数が減って困難な状況が
あるので、職員の確保・増員ができないか
検討してほしい。

市長へ要望すること

16  会派制や各会派の主義主張について。
17  2 月の大雪除雪作業に関わって議員から市

へ陣中見舞いがあったことをどう考えるか。
18  議会で議決したことについて裁判になって

いる。手続き上のことならともかく、「反対
だから」訴えるというのは理由がないと思
うが、議会としてはどう考えるか。

議長、議会運営委員会

19  議会だよりの紙質が良すぎるのではないか、
もっと経費節減すべき。

議会広報特別委員会

Q 平成25年度の市税収納率は？

A 平均で約98％である。

Q「子ども・子育て会議条例」のメンバー 15 人の中に障
がいのあるお子さんに対応できる専門の委員はいるか。

A 特にこの件に特化した委員はいないが、保育園の園長
がメンバーにいて対応できる体制である。

穂高会場

明科会場

決算を踏まえた事業実績による

議会報告会　その２

堀金会場

クローズアップ新規事業

※
債
務
負
担
行
為
と
は
…
翌
年
度
以
降
も
発
生
が
確
実
な
経
費
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
予
算
で
定
め
る
こ
と
。
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について、市議会“集団的自衛権の行使容認”
　国政で議論され、新聞でも連日報道が続いた集団的自衛権の行使容認について、６月定例会では　　各市民団体から請願１件と陳情 2件が、また議員から国への意見書提出を求める議員提出議案
が 2件出されました。３件の請願・陳情の願意は、いずれも憲法の解釈変更による集団的自衛権の　　行使容認について反対の意見書を国に提出することを要望するものでした。
　本会議では、集団的自衛権についての請願・陳情と議員提出議案の激論を交わしました。以下、　　各議員から出された賛成・反対意見を紹介すると・・・

請願・陳情に賛成
※集団的自衛権の行使容認の憲法解釈の変更を行わない

請願・陳情に反対
※集団的自衛権の行使容認の憲法解釈の変更を行う

採決は賛成10・反対14。　　本件に関する請願と陳情は否決！！

　請願・陳情が否決されたことにより、「集団的自衛権の行使容認に関して、十分な国民的議論と国会での慎
重審議を求める意見書」が提出されました。この意見書は「集団的自衛権の行使容認は、我が国の安全保障
および国民生活に関わる重要な問題であり、もっと幅広い議論が必要と考え、また安曇野市議会としても何
らかの意見書を出したい」という趣旨のものでした。

反　対
◦慎重審議を求めるといっても、最も重要な立憲主義の立場が明確に示されていない。
◦解釈変更を認めるのか認めないのかという重要な部分が抜け落ちている。

賛　成
◦先の請願・陳情の採決は 10 対 14 だった。これだけ拮抗したものについて、

議会として何の意思表示もしないのはよくない。何らかの手だてをとる
必要がある。

陳情第 1号　労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択を求める陳情書
　3 月定例会で継続審査になっていた陳情が、本定例会で採択されました。本会議での質疑・討論はあり
ませんでした。また議員提出議案として、「労働者保護ルール改悪反対を求める意見書」が可決されました。

議案第 48号　安曇野市防災会議条例及び安曇野市国民保護協議会条例の一部を改正する条例
※市の組織変更に伴う委員数の増

反　対
◦放射能、化学兵器、生物兵器などへの対処を考えなければならないが、部局

の人が増えても充実するわけではない。それに対しての専門的な方々が入ら
ないといけない。

賛　成
◦市は国民保護措置を的確かつ迅速に実施するため、各部局長の意見等が必要

になる。部局長全員を委員として組織体制の整備を行うことが目的である。

その他の陳情・条例審議

賛 否 激 論！！

採決では賛成多数で可決され、安曇野市議会としての慎重審議を求める意見書を国に提出しました。

可決された議員提出議案

採択

可決

国家は人が支配して治めるのではなく、

正しい法によって支配され治められるべ

きである。一内閣の判断で解釈を変更す

るということは立憲主義に背く。

必要ならば、憲法の改正手続をもって

堂々とその権利を認めるべきである。

日本は海外へ派兵しない国、平和の国だ

ということこそ抑止力になる。

一歩道を開けば、アリの一穴。どんどん

と戦争への道が開かれていってしまう。

この憲法を遵守すべき。

和平の仲介ができるのは軍隊を派遣しな

い日本だけ。日本は集団的自衛権の方向

ではなく、紛争の間に立つ中立の道を歩

むべき。

容認されれば、日本国内が直接テロ攻撃

の危険にさらされる可能性が大きくなっ

てしまう。

日本固有の領土が危うくなるなど、今

の日本は不安が増えている。将来に向

けて行使できる備えをしておくことは

必要。

憲法解釈の変更は抑止力を高め、戦争

に巻き込まれることがなくなる。

海外に 150 万人が住み、年間 1,800 万

人が海外に出ていく時代。国際情勢変

化の中で万が一の備えをする必要があ

る。

グローバル化し、紛争が多発する世界

の中で、自国だけで自国の防衛と平和

を維持することは今日の日本にはでき

ない。

現状では、全て集団的自衛権がいけな

いと考えずに、行使容認も選択の一つ

と考えたほうがいい。

解釈は、限定的というのが原則。慎重議

論のもと、行使の限定や歯どめをルール

化すれば問題ない。
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常任委員会報告

総務委員会福祉教育委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

Q 徹底した平和的外交の展開とは具体的にどんなことか。

A 憲法９条を守る外交である。

Q 憲法 99 条には、憲法を尊重、擁護する義務があるが
どう考えるか。

A 憲法を改正する方法は憲法にある。国会で十分論議さ
れ、国会発議で国民に最終判断を委ねる国民投票を今
の政府はやらなければならない。

Q 1,000 人のランナーが走る。狭い道路がコースとなって
おり、事故にならないか心配だがどうか。

A 都市建設部と点検し、安曇野建設事務所と話を進め、
危険な場所等は大会ま
でに改良していく。

Q 県外のランナーへの宿
泊施設の対応はどうか。

A 市内ランナーは 100
人で、その他は県外ラ
ンナー。市内宿泊施設
を 170 部屋確保して
いる。観光業者とタイ
アップし、おもてなし
の取り組みを充実させ
ていく。

Q 畜産臭気低減に乳酸菌効果があるというが、それだけ
でよいのか。

A 乳酸菌と散水による低減策を講じている。農家の改善
計画（浄化槽設備）を進め、研究し、早いうちに終息
するよう取り組む。

集団的自衛権の行使容認は？

Q 対象者が、通勤・通学・通院の人だが、対象の時間が
朝６時から９時と夕方 17 時から 20 時までの６時間
であり、通院の人にとっては午後の時間帯は少し短い
と思う。この時間帯の幅を少し広げられないか。

A ご指摘のとおりだが、この事業は県が各市町村からの
無料化への要望に応えた制度である。高速道路の時間
帯割引のように利用者の負担軽減を図るための事業で
あるが、通院の場合、夕方までいる人はあまりいない
のではないかと考える。関係する松本市・上田市でも
通院については、少し検討すべきといわれているので、
両市と歩調を合わせて県へ要望していきたい。

全員賛成で採択

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化を
　請願第 2号

子ども・障がい者等の医療費窓口無料化をもと
める県への意見書の提出を求める請願書

三才山トンネル等の利用者負担軽減へ！！
　議案第 55号

平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）

上下水道施設視察

安曇養護学校への通学バスの配置を
　陳情第 3号

安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子ども
たちの通学負担軽減のためのバス配置について

　請願第 1号
「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」とす
る政府見解の堅持を求める請願
　陳情第 4号
「集団的自衛権行使容認」の憲法解釈の変更を行
わないことを求める陳情

　陳情第 5号
集団的自衛権行使容認は行わないことを求める意
見書の提出を求める陳情書

10月、信州安曇野ハーフマラソン開催
　議案第 55号
　平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）

畜産臭気問題の解決を
　議案第 55号
　平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）

労働者保護ルールを守ろう！
陳情第 1号
労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採
択を求める陳情書

意　見
・若者、これから働く人、今働いている人にとって、労働法制

のルールは大切だ。悪化していく労働状況を考え、適切な
労働者保護ルールを守るための意見書採択に賛成である。豊科高家配水池

請願・陳情に反対の意見
・近隣諸国では国家間の対立があり、かつ日本の領海・領空

への侵犯が相次いでいる。全世界に日本人が生活している
事実がある。日本人の命と平和を守るために、積極的な平
和を掲げて国際社会と協調し世界平和のために尽力してほ
しい。

・他国の領土に侵入して攻撃をしないなど一定の歯止めを付
け、集団的自衛権の行使を可能にする表明が国を守る抑止
力を高めることになる。

請願・陳情に 賛成の意見
・国の最高法規である憲法に違反し、時の権力者が海外に行

くことを閣議決定することは許されない。命を大切にしな
いのが戦争である。これを容認することはできない。

・集団的自衛権に頼るのではなく、平和主義に徹した外交努
力をし、日本は決して戦争をする国ではないことを高々に
宣言し、やっていくべきである。

意　見
・すでに窓口無料化を実施している自治体があるなかで、

よくいわれるコンビニ受診を増
やして医療費をいたずらに増大
させているのか、今の時点では
まだはっきりしていない。この
制度について、よい傾向が見ら
れるのであれば、県も検討して
進める必要はあると思う。

意　見
・養護学校自体は県の事業であるが、市として何か支援

の方法があるか考えていきたい。今後、須坂市の支援
学校等を視察し研究する必要がある。

全員賛成で可決

賛成多数で採択

賛成多数で採択

賛成多数で採択

全員賛成で可決

賛成多数で継続審査

全員賛成で可決

全会一致で継続審査

水道の主要配水池である豊科高家配水池と下水道の長
野県犀川安曇野流域下水道終末処理場「アクアピア安曇
野」の施設を視察した。

高家配水池はエプソン（株）への水道水の供給計画も見
込み、平成 16 年建設、3,800㎥のＰＣ配水池２池で、合
計 7,600㎥の配水容量をもった施設である。

また、敷地内には日量 3,500㎥取水できる井戸や、大
きな地震や異常な流量を感知したときは自動で配水を止
め、水の流失を防ぐ緊急遮断弁も併設されている。

建設当時の事業認可では、豊科地域の 1 日最大給水量
は 2 万 5,700㎥であったが、その後エプソン（株）の事業
計画縮小などで水の使用量は大きく減少し、昨年度の豊科
地域の 1 日最大給水量は 1 万 757㎥であった。

余剰水の対応については今後の課題である。

常任委員会で　審査しました。常任委員会で　審査しました。

委員会審査では採択。その後本会議で
不採択となりました。

※
常
任
委
員
会
と
は
…
議
会
の
中
に
常
設
さ
れ
て
い
る
委
員
会
。
議
案
や
請
願
・
陳
情
等
に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
に
審
査
を
行
う
。

・早期受診、早期治療を実現するための一つの方法として
窓口無料化があると認識している。もう一方で、現在は
貸付金制度があり、経済的に大変な家庭はこの制度によ
り医療機関にかかることができる。これを周知し利用で
きるようであれば、これも方法の一つだと思う。

6、7ページへ
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平成 26 年  6 月定例会一 般 質 問

○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

議案第48号 安曇野市防災会議条例及び安曇野市国民
保護協議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議案第49号 安曇野市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第55号 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第59号 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第60号 自動車事故に係る損害賠償について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

請願第1号 「集団的自衛権の行使は憲法上許されな
い」とする政府見解の堅持を求める請願 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議

陳情第 4 号 「集団的自衛権行使容認」の憲法解釈の変
更を行わないことを求める陳情 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議

陳情第 5 号 集団的自衛権行使容認は行わないことを
求める意見書の提出を求める陳情書 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議

議員提出
第 4 号

「集団的自衛権の行使は憲法上ゆるされ
ない」とする歴代政府見解を堅持し、立
憲主義の立場での対処を求める意見書

× × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × 議

議員提出
第 6 号

集団的自衛権の行使容認に関して、十分
な国民的議論と国会での慎重審議を求め
る意見書

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）

※上記以外の議案等は全員賛成で可決されました。（10 ページ参照）

問　

教
育
委
員
会
制
度
発
足
と
問
題
点
は
。

教
育
部
長　

戦
前
の
教
育
行
政
の
反
省
か
ら
、

政
治
的
中
立
性
や
地
域
住
民
の
意
向
の
反
映

を
趣
旨
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
権
限
と
責
任

の
所
在
、
予
算
執
行
者
の
首
長
と
の
関
係
、

教
育
委
員
会
の
審
議
が
形
骸
化
し
て
事
務
局

提
案
の
追
認
と
な
り
、
委
員
が
非
常
勤
の
た

め
迅
速
な
対
応
が
困
難
な
ど
課
題
が
あ
る
。

問　

今
回
の
制
度
改
革
で
は
、
首
長
が
国
の

教
育
振
興
基
本
計
画
に
沿
っ
た
大
綱
を
作
り

執
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
問
題
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

首
長
が
新
教
育
長
を
任
命
し
、

大
綱
を
作
っ
て
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を

と
る
。
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、
継
続
性
、

安
定
性
は
確
保
し
、
教
育
委
員
会
は
教
育
行

政
に
最
終
的
責
任
を
持
つ
執
行
機
関
と
し
て

の
位
置
は
変
わ
ら
な
い
。
教
科
書
採
択
や
人

事
等
の
職
務
権
限
は
従
来
通
り
の
形
だ
。

問　

教
育
委
員
会
は
従
前
ど
お
り
教
科
書
採

択
は
、
政
治
的
中
立
性
を
保
っ
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
が
、
平
成
18
年
度
の
教
育
基
本
法

で
愛
国
心
教
育
が
盛
ら
れ
た
。
太
平
洋
戦
争

を
「
大
東
亜
戦
争
」「
自
存
自
衛
の
戦
争
」

と
す
る
教
科
書
を
首
長
が
使
う
べ
き
と
大
綱

に
盛
ら
れ
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

教
育
部
長　

中
立
性
の
確
保
か
ら
、
国
の
押

し
付
け
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

問　

戦
前
の
軍
国
主
義
教
育
の
反
省
の
上
に

教
育
委
員
会
制
度
が
生
ま
れ
た
。
今
回
の
教

育
改
革
に
市
長
は
ど
う
対
処
さ
れ
る
か
。

市
長　

教
育
に
関
し
て
は
首
長
か
ら
独
立
し

た
教
育
委
員
会
が
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
が

現
在
の
仕
組
み
だ
。
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

公
正
中
立
な
意
思
決
定
や
住
民
意
思
の
反
映

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
適
当
だ
。
今
回
の
法
改

正
で
首
長
の
権
限
を
強
め
教
育
委
員
会
の
弱

体
化
を
危
惧
す
る
声
も
あ
る
が
、
教
育
委
員

会
の
独
自
性
を
尊
重
し
て
十
分
な
協
議
を
行

い
教
育
行
政
に
臨
ん
で
い
き
た
い
。

中学校社会科の教科書などの展示会

※
一
般
質
問
と
は
…
「
市
政
一
般
に
関
す
る
質
問
」
で
、
議
員
が
市
政
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
行
政
に
質
問
で
き
る
。

教
育
委
員
会
に
は

独
自
性
や
中
立
性
が
必
要

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井
　
出
　
勝
　
正

決議
番号 件　　　　　　　名 結果

1 特殊詐欺被害を抑止し、市民の安全と安心を確保する決議 可決

決議

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

63 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任

人事

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

1 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書
の採択を求める陳情書 採択

3 安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子ども
たちの通学負担軽減のためのバス配置について

継続
審査

4 「集団的自衛権行使容認」の憲法解釈の変更
を行わないことを求める陳情 不採択

5 集団的自衛権行使容認は行わないことを
求める意見書の提出を求める陳情書 不採択

陳情

私たちが審議した結果です

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

50 安曇野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例 可決

51 安曇野市重度心身障害者福祉金に関する条例の一部を改
正する条例 可決

56 平成26年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52 安曇野市保育所条例の一部を改正する条例 可決

62 穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事請負契約について 可決

子ども・教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

54 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例 可決

57 市道の廃止について 可決

58 市道の認定について 可決

60 自動車事故に係る損害賠償について 可決

商工業・その他

夢いっぱい　三郷南部保育園しゅん工

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

1 平成25年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書について 受理

2 平成25年度安曇野市一般会計事故繰越し繰越計算書について 受理

3 平成25年度安曇野市水道事業会計継続費繰越計算書について 受理

4 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること） 受理

5 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（自動車事故に関すること） 受理

6 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（道路事故に関すること） 受理

7 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（財物事故に関すること） 受理

8 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告について
（市営住宅における事故に関すること） 受理

9 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例等の
一部を改正する条例） 承認

10 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例） 承認

11 専決処分の承認を求めることについて（安曇野市法定外公共
物管理条例の一部を改正する条例） 承認

12 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野
市一般会計補正予算（専決第１号）） 承認

13 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野
市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

14 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野
市後期高齢者医療特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

15 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野
市介護保険特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

16 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野
市下水道事業特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

17 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野市農
業集落排水事業特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

18 専決処分の承認を求めることについて（平成 25 年度安曇野市産
業団地造成事業特別会計補正予算（専決第１号）） 承認

報告

市政のここが聴きたい！！

6ページへ

7ページへ

6ページへ

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

4
「集団的自衛権の行使は憲法上ゆるされない」とする歴
代政府見解を堅持し、立憲主義の立場での対処を求める
意見書

否決

5 労働者保護ルール改悪反対を
求める意見書 可決

6 集団的自衛権の行使容認に関して、十分な国
民的議論と国会での慎重審議を求める意見書 可決

議員提出議案

6ページへ
7ページへ

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

47 安曇野市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

48 安曇野市防災会議条例及び安曇野市国民
保護協議会条例の一部を改正する条例 可決

49 安曇野市税条例の一部を改正する条例 可決

53 安曇野市火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決

55 平成26年度安曇野市一般会計補正予算
（第１号） 可決

59 平成 26 年度安曇野市一般会計補正予算
（第２号） 可決

61 災害対策用備蓄品及び備品購入に係る売買契約
について 可決

行政

7ページへ

5ページへ

5ページへ

請願
番号 件　　　　　　　名 結果

1 「集団的自衛権の行使は憲法上許されない」
とする政府見解の堅持を求める請願 不採択

2 子ども・障がい者等の医療費窓口無料化をもとめる
県への意見書の提出を求める請願書

継続
審査

請願

6ページへ

6 月
定例会
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こ
れ
か
ら
の
農
業
・

農
業
政
策
を
ど
う
進
め
る
か
？

信
政
会
　
一
　
志
　
信
一
郎

一 般 質 問

三股登山口の路上駐車

問
　
集
団
的
自
衛
権
を
含
む
市
長
の
憲
法
観

を
伺
う
。

市
長　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
は
平
和

主
義
の
崩
壊
で
あ
り
、
憲
法
解
釈
で
容
認
す

る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
る
。
憲
法
は
国
の
最

高
法
規
で
あ
り
、
時
の
権
力
や
政
権
が
解
釈

変
更
す
る
べ
き
で
な
い
。

問　

再
び
戦
争
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
、「
戦
争
Ｎ
Ｏ
」
の
声
を
安
曇
野
市
か
ら

発
信
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

平
和
憲
法
の
精
神
を
堅
持
す
る
立
場

で
行
動
し
た
い
。

市
長
の
反
問
権
と
価
値
観
の
相
違
に
つ
い
て

問　

価
値
観
の
相
違
と
3
月
定
例
会
で
発
言

し
た
こ
と
は
、
議
論
の
府
で
あ
る
議
会
で
議

論
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

市
長　

価
値
観
の
相
違
の
真
意
は
、
何
に
価

値
を
求
め
る
か
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の

違
い
で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主
義
や
人
格
権

等
を
意
図
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
議
会
の
議

論
を
否
定
や
、
議
員
に
対
し
て
侮
辱
的
要
素

を
持
つ
発
言
で
は
な
い
。
議
会
制
民
主
主
義

を
尊
重
し
て
い
き
た
い
。

新
本
庁
舎
と
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
は

問　

平
成
23
年
度
、
市
の
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
は
約
14
億
7
千
万
円
だ
が
、
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。
交
付
税
が
段
階
補
正
で
28
億

円
減
に
な
る
が
、
新
本
庁
舎
の
維
持
管
理
費

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
労
務
単
価
等
の
上
昇

に
よ
る
新
本
庁
舎
建
設
費
の
補
正
の
予
定

は
。

財
政
部
長　

平
成
26
年
度
の
各
庁
舎
維
持
管

理
費
は
、
消
費
税
増
税
や
電
気
料
金
の
単
価

上
昇
等
の
影
響
で
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

総
務
部
長　

新
本
庁
舎
の
維
持
管
理
費
は
、

年
間
約
１
億
４
３
０
０
万
円
と
想
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
新
本
庁
舎
建
設
費
の
イ
ン
フ
レ

ス
ラ
イ
ド
は
、
業
者
か
ら
4
億
１
千
万
円
余

の
請
求
が
出
て
い
る
。

問　

な
ぜ
市
は
支
所
の
耐
震
補
強
に
よ
る
改

築
か
ら
建
て
替
え
へ
の
方
針
転
換
を
市
内
部

だ
け
で
決
定
し
、
市
民
会
議
等
の
場
で
十
分

な
検
討
機
会
を
設
け
な
か
っ
た
の
か
。

市
長　

5
町
村
が
新
設
合
併
し
た
経
緯
が
あ

り
、
市
民
感
情
を
逆
な
で
せ
ず
に
、
豊
科
、

穂
高
、
堀
金
、
三
郷
の
4
つ
の
支
所
の
方
向

性
が
決
ま
っ
た
段
階
で
公
表
す
る
と
い
う
私

の
政
治
判
断
を
し
た
。

問　

市
長
は
住
民
と
の
協
働
を
図
る
と
常
々

口
に
す
る
。
し
か
し
こ
の
方
針
変
更
が
市
民

会
議
に
対
し
１
年
8
か
月
以
上
も
説
明
さ
れ

な
か
っ
た
。
市
長
の
言
う
協
働
と
は
一
体
何

な
の
か
。
反
省
の
弁
は
あ
る
か
。

市
長　

期
間
が
延
び
た
こ
と
は
十
分
反
省
を

す
る
。
今
後
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
を
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
。

北
小
倉
鳴
沢
川
河
川
敷
堤
防
の
適
正
管
理
を

問　

大
型
車
両
が
施
設
へ
搬
入
す
る
た
め
に

は
、
河
川
敷
に
は
み
出
し
て
通
行
し
、
狭
い

堤
防
内
で
転
回
す
る
必
要
が
あ
る
。
平
成
21

年
に
は
河
川
に
ト
ラ
ッ
ク
が
落
下
し
、
堤
防

を
破
損
、
廃
棄
物
が
河
川
に
流
出
す
る
可
能

性
が
あ
っ
た
。こ
の
点
は
問
題
で
は
な
い
か
。

都
市
建
設
部
長　

損
傷
の
有
無
を
確
認
に
行

っ
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
損
傷

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
今
後

も
業
者
に
配
慮
を
要
請
し
て
い
く
。

問　

堤
防
を
通
ら
な
け
れ
ば
大
型
車
両
が
出

入
り
で
き
な
い
欠
陥
施
設
に
つ
い
て
、
市
が

自
由
使
用
の　
　

と
す
る
こ
と
で
業
者
の
営

業
上
の
利
益
を
行
政
が
担
保
し
て
い
る
が
。

市
民
生
活
部
長　

搬
入
搬
出
路
の
不
存
在
に

つ
い
て
。
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
搬
出
な
の
で

大
型
車
両
は
使
用
さ
れ
ず
、
4
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
で
あ
れ
ば
主
要
地
方
道
か
ら
の
通
行
が
可

能
。
搬
入
搬
出
路
が
不
存
在
で
は
な
い
。

問　

日
本
も
加
わ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
や
減
反
廃

止
を
含
む
コ
メ
政
策
の
見
直
し
は
、
農
業
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、
国
は
コ
メ

政
策
に
関
す
る
支
援
内
容
を
大
幅
に
変
更
。

「
攻
め
の
農
林
水
産
業
を
進
め
る
」
と
し
、

4
つ
の
柱
を
提
起
、
一
層
の
規
模
拡
大
に
よ

る
コ
ス
ト
低
減
と
主
食
以
外
の
作
物
付
け
と

に
、
絞
り
込
み
が
予
測
さ
れ
る
。
市
の
農
政

に
関
す
る
政
策
を
伺
う
。

市
長　

農
業
農
村
振
興
計
画
に
沿
っ
て
こ
れ

か
ら
の
農
業
を
守
り
、
独
自
の
政
策
を
展

開
、
農
業
振
興
と
美
し
い
農
村
の
保
存
に
努

め
る
。

問　

新
規
就
農
者
の
倍
増
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

平
成
24
～
26
年
度
各
10
人
位
増

加
傾
向
で
、
農
業
再
生
協
議
会
の
就
農
支
援

室
で
対
応
。
農
地
相
談
・
技
術
等
支
援
を
は

じ
め
重
点
作
物
や
推
奨
作
物
を
決
め
指
導
、

6
次
産
業
の
モ
デ
ル
化
等
も
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
独
自
の
親
元
就
農
支
援
・
生
活
支

援
並
び
に
機
械
補
助
等
応
援
体
制
を
整
え
新

規
就
農
者
を
応
援
し
て
い
る
。

問　

集
落
営
農
組
織
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

法
人
化
の
推
進
、
規
模
拡
大
と

大
型
機
械
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
化
を
推

進
。
市
独
自
の
補
助
金
制
度
を
創
設
、
各
組

織
に
積
極
的
な
活
用
を
推
進
し
て
い
る
。

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　

松
く
い
虫
被
害
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

市
議
会
よ
り
要
望
書
を
受
け
、
県
知

事
に
更
な
る
補
助
金
の
確
保
・
更
新
伐
事
業

の
継
続
・
財
政
支
援
や
、
県
の
基
準
項
目
の

運
用
と
現
地
調
査
等
の
要
請
を
実
施
し
た
。

農
林
部
長　

明
科
地
域
は
、
更
新
伐
実
施
委

員
会
を
組
織
、
県
の
指
導
を
仰
ぎ
進
め
て
い

る
。西
山
の
被
害
対
策
は
、随
時
伐
倒
燻く

ん
じ
ょ
う蒸
処

理
を
実
施
。
権ご
ん
げ
ん
み
や

現
宮
地
区
は
、
守
る
べ
き
松

林
と
位
置
づ
け
地
上
散
布
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
登
山
客
を
平
地
観
光
と
ど
の
よ
う
に
結

び
つ
け
る
の
か
。
ま
た
、
中
部
国
立
公
園
を

ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
申
請
で
き
な
い
か
。

市
長　

山
岳
観
光
は
経
済
波
及
効
果
が
高

い
。
平
地
と
山
小
屋
の
宿
泊
を
組
み
合
わ
せ

た
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
を
造
成
し
て
い

く
。
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る

自
治
体
で
広
域
的
に
研
究
し
て
い
く
。

問　

長
峰
山
の
観
光
に
磨
き
を
か
け
る
た
め

に
川
端
康
成
、
井
上
靖
、
東
山
魁か
い
い夷

3
人
の

銅
像
、記
念
碑
が
設
置
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

大
型
観
光
バ
ス
が
出
入
り
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

3
巨
匠
設
置
の
ス
ト
ー
リ

ー
性
と
遺
族
、
そ
の
他
関
係
者
の
意
向
等
を

確
認
し
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

農
林
部
長　

大
型
バ
ス
通
行
に
は
、
道
路
の

全
面
改
修
が
必
要
だ
が
、
大
部
分
が
保
安
林

指
定
の
た
め
森
林
法
に
基
づ
く
規
制
の
解
除

が
必
要
。
今
年
度
は
林
道
長
峰
線
の
狭
小
区

間
8
か
所
を
、
一
般
車
両
の
す
れ
違
い
が
出

来
る
よ
う
整
備
す
る
。

問　

槍
ヶ
岳
開
山
者
播ば
ん
り
ゅ
う
し
ょ
う
に
ん

隆
上
人
の
案
内
人
、

中な
か
た
ま
た
じ
ゅ
う

田
又
重
の
銅
像
、
又
重
祭
、
初
登
頂
ル
ー

ト
の
整
備
と
記
念
登
山
が
実
施
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

地
域
の
中
田
又
重
学
習
会

等
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。
登
山
道
整

備
は
厳
し
い
が
旅
行
商
品
化
等
を
検
討
す
る
。

問　

三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に
お
け
る
展
望
台

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
活
用
方
法
は
。

商
工
観
光
部
長　

展
望
台
を
地
域
の
活
性
化

に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
里
山
再
生
を
含

め
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
展
開
す
る
。

問　

中
房
・
一
の
沢
・
三み
つ
ま
た股
登
山
口
の
駐
車

場
整
備
に
よ
り
路
上
駐
車
規
制
を
。

商
工
観
光
部
長　

駐
車
場
の
拡
大
整
備
は
、

国
立
公
園
内
や
保
安
林
の
た
め
難
し
い
。
平

地
の
駐
車
場
を
確
保
し
、
そ
こ
か
ら
２
次
交

通
で
つ
な
げ
て
い
く
対
策
を
検
討
す
る
。

問　

学
校
登
山
の
課
題
は
何
か
。

教
育
部
長　

生
徒
の
安
全
確
保
、
学
校
登
山

継
続
の
た
め
医
師
の
確
保
に
努
力
す
る
。

建設中の新本庁舎鳴沢川に転落したトラック

旧型の買換え間近な大型機械

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
」
の
声
を

安
曇
野
市
か
ら
発
信
し
よ
う
！

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
松
　
澤
　
好
　
哲

山
の
日
制
定
に
伴
う
山
岳
観
光
を

ど
の
よ
う
に
磨
き
上
げ
る
の
か

信
政
会
　
小 

松
　
洋 

一 

郎

三
郷
支
所
の
整
備
方
針
変
更
に
お
け

る
市
の
政
治
姿
勢
を
問
う

無
所
属
　
増
　
田
　
望
三
郎

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会
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一 般 質 問

アルプス保育園土地は確保。いつ建つ？

問
　
明
科
・
岩
州
公
園
周
辺
の
山
林
で
、
有

人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中
散
布

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
空
中
散

布
が
松
枯
れ
に
有
効
だ
と
い
う
確
証
は
な

く
、
む
し
ろ
環
境
汚
染
や
生
態
系
へ
の
悪
影

響
、
ヒ
ト
の
健
康
被
害
が
心
配
さ
れ
る
。
無

差
別
に
空
か
ら
農
薬
を
撒ま

く
危
険
性
は
測
り

知
れ
ず
、
予
防
原
則
に
従
っ
て
慎
重
に
対
応

す
べ
き
だ
が
、
住
民
説
明
会
で
は
、
空
中
散

布
の
是
非
を
判
断
す
る
に
十
分
な
情
報
提
供

が
な
さ
れ
て
い
た
か
。

農
林
部
長　

散
布
す
る
薬
剤
に
関
す
る
危
険

性
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
情
報
提
供
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

問　

空
中
散
布
の
実
施
が
決
ま
っ
た
あ
と
で

説
明
会
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
県
の
防
除

基
準
と
は
ち
が
う
手
順
で
あ
る
。
特
に
空
中

散
布
の
可
否
の
判
断
に
は
、
周
辺
住
民
に
過

去
に
影
響
を
受
け
た
と
自
覚
す
る
人
、
化
学

物
質
に
敏
感
な
人
等
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
が
、そ
の
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
か
。

農
林
部
長　

過
敏
症
等
の
該
当
者
が
地
域
に

い
る
か
ど
う
か
、
個
々
に
通
知
や
回
覧
を
し

て
把
握
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
被
害
地

域
で
は
松
枯
れ
の
学
習
会
を
行
い
、
そ
の
中

で
空
中
散
布
は
地
域
住
民
の
総
意
と
い
う
感

触
が
得
ら
れ
た
の
で
、
市
と
し
て
は
実
施
す

る
方
向
で
進
め
た
。
今
回
は
試
験
散
布
で
あ

り
、
そ
の
効
果
や
環
境
へ
の
影
響
等
を
検
証

し
て
今
後
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
の
危
険
性

は
急
性
毒
だ
け
で
は
な
い
。
慢
性
的
に
蓄
積

さ
れ
て
成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
保
育
園
、
幼
稚
園

は
休
園
、
休
校
に
す
る
く
ら
い
の
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

早
朝
4
時
半
ご
ろ
の
散
布
な
の

で
、
登
校
時
間
の
変
更
は
し
な
い
。

問　

平
成
25
年
度
各
区
長
の
協
力
で
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
空
き
家
は
市
全
体
で
２

１
５
戸
く
ら
い
あ
り
、
所
有
者
が
分
か
ら
な

い
、
連
絡
が
取
れ
な
い
管
理
者
が
多
く
、
地

域
で
の
対
策
が
取
れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
管

理
不
十
分
な
空
き
家
は
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊

を
は
じ
め
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
放
火
、
樹

木
や
雑
草
の
繁
茂
、
住
宅
の
一
部
破
損
に
よ

る
飛
散
、
台
風
や
大
雪
等
の
自
然
災
害
に
よ

り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
近
隣
住
民
が
不

安
を
感
じ
た
り
迷
惑
を
受
け
た
り
と
、
地
域

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
が
、
対
策
は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

管
理
不
十
分
な
空
き
家
は
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
各
所
管
の
連
絡
を
密
に
し
て
庁

内
体
制
も
整
え
、
市
民
生
活
部
を
窓
口
に
対

応
し
て
い
る
。
全
国
的
に
も
増
加
傾
向
で
、

国
の
法
整
備
の
動
向
、
近
隣
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
条
例
制
定
も
視
野
に
検

討
を
進
め
る
。

問　

穂
高
の
旧
道
商
店
街
の
旧
食
堂
の
空
き

家
の
壁
は
崩
落
し
て
市
道
が
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
対
策
は
。

都
市
建
設
部
長　

こ
の
家
の
管
理
者
と
現
在

連
絡
が
取
れ
ず
、
意
向
確
認
が
で
き
ず
対
応

に
大
変
苦
慮
し
て
い
る
が
、
粘
り
強
く
対
応

し
て
い
く
。

国
道
１
４
７
号
高
家
バ
イ
パ
ス
の
山
麓
線
ま

で
の
早
期
開
通
に
つ
い
て

　
問　

早
期
開
通
に
か
け
る
市
長
の
決
意
は
。

市
長　

東
西
路
線
は
重
要
と
考
え
る
。
南
部

地
域
の
東
西
幹
線
と
位
置
づ
け
、
国
道
１
４

７
号
の
渋
滞
緩
和
、
産
業
振
興
、
観
光
振
興

に
結
び
つ
く
の
で
、
早
期
開
通
に
向
け
、
議

会
共
々
一
層
の
事
業
促
進
を
県
に
要
望
し
て

い
く
。

問　

学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
が

行
わ
れ
た
。
子
ど
も
達
の
成
長
に
と
っ
て
、

土
曜
日
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
も
の

に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
思
う
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
授
業
、
地

域
に
お
け
る
多
様
な
学
習
や
体
験
活
動
の
充

実
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
、
市
長
の

見
解
は
。

市
長　

少
子
化
の
中
で
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
人
間
性
、
健
康
、
体
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
た
、
生
き
る
力
を
育
む
人
づ
く
り
の
た
め

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
行
政
が
連
携
し

て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
豊
か

で
有
意
義
な
土
曜
日
の
実
現
の
た
め
の
支
援

策
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
安
曇
野
は
田
園
産
業
都
市
を
掲
げ
て

い
る
。
子
ど
も
達
に
土
に
触
れ
さ
せ
、
農
業

体
験
を
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
作

物
を
つ
く
る
こ
と
は
命
を
大
切
に
す
る
こ

と
。
そ
れ
は
仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。
た
く
ま
し
い
子
ど

も
達
を
地
域
が
育
て
て
い
く
と
い
う
観
点
か

ら
、
あ
る
面
で
は
少
し
お
せ
っ
か
い
な
地
域

づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
。方
策
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　

当
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
て
、
子
ど

も
達
の
土
曜
日
の
教
育
環
境
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
部
長　

長
野
県
、
安
曇
野
市
も
ほ
ぼ
同

様
に
、
国
で
示
し
て
い
る
学
習
指
導
要
領
の

年
間
授
業
時
間
が
全
国
に
比
べ
て
、
日
数
で

言
う
と
10
日
間
程
多
い
状
況
で
あ
る
。
学
校

だ
け
が
全
て
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地
域

が
子
ど
も
達
を
見
守
り
、
地
域
で
育
て
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
捉と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
中
で

子
ど
も
達
の
土
曜
日
の
教
育
環
境
の
充
実
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
健
康
寿
命
（
ロ
コ
モ
対
策
）
に
つ
い
て

問
　
建
設
工
事
設
計
価
格
の
漏ろ
う
え
い洩
問
題
に
つ

い
て
、当
事
者
は
過
去
に
水
道
課
に
従
事
し
、

い
わ
ゆ
る
技
術
職
で
あ
っ
た
。
当
時
検
査
課

へ
の
配
置
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
が
。

市
長　

検
査
業
務
と
は
、
市
が
発
注
し
た
目

的
物
が
仕
様
書
、
図
面
、
設
計
図
書
な
ど
の

基
準
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
査
し
、

適
正
に
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
判
断

す
る
部
署
で
あ
る
。
人
事
異
動
に
つ
い
て
は

総
合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
工
事

等
の
設
計
、
監
督
な
ど
の
業
務
経
験
が
豊
か

で
技
術
的
な
知
識
に
精
通
し
た
職
員
が
望
ま

し
い
と
判
断
し
た
。

問　

不
正
事
案
再
発
防
止
検
討
委
員
会
の
委

員
長
で
あ
る
副
市
長
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
決
意
を
伺
う
。

副
市
長　

マ
ン
ネ
リ
化
し
た
中
で
い
ろ
い
ろ

な
決
裁
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
よ
っ
て
決
裁

規
定
の
中
で
ま
ず
情
報
が
も
れ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
、
各
課
に
検
討

す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。
各
個
人
に
お
い
て

は
、
公
務
員
と
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

守
る
と
い
う
意
識
を
ど
う
高
め
る
か
、
こ
の

２
点
を
ま
ず
実
行
す
る
。
ま
た
、
今
で
き
る

こ
と
は
す
ぐ
や
る
よ
う
に
も
指
示
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
程
度
め
ど
が
付
い
た
と

こ
ろ
で
、第
三
者
の
検
証
も
必
要
と
考
え
る
。

問　

本
庁
舎
建
設
に
お
い
て
業
者
よ
り
物
価

の
変
動
に
基
づ
く
請
負
代
金
の
変
更
願
い
が

出
さ
れ
た
が
、
精
査
後
補
正
予
算
を
組
む
の

か
。
ま
た
、
保
育
園
建
設
等
の
入
札
不
落
が

あ
っ
た
が
そ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
伺
う
。

財
政
部
長　

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
の
適
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
査
定
を
し
、
必
要
で
あ

れ
ば
補
正
予
算
対
応
と
な
る
。
不
落
案
件
に

つ
い
て
は
、
概
算
の
事
業
費
で
見
積
も
ら
れ

た
予
算
額
に
不
足
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
見
直
し
が
で
き
な

い
場
合
は
追
加
予
算
対
応
と
な
る
。

有人ヘリ空中散布を実施した明科・岩州公園壁が崩落して通行止めの道路

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

有
人
ヘ
リ
空
中
散
布
の
実
施

進
め
方
は
適
切
だ
っ
た
か

無
所
属
　
小
　
林
　
純
　
子

入
札
・
契
約
と

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
ど
う
な
る
？

公
明
党
　
小
　
松
　
芳
　
樹

空
き
家
対
策
を
早
急
に

実
施
す
る
こ
と

信
政
会
　
平
　
林
　
　
明

子
ど
も
達
の
土
曜
日
の

教
育
環
境
の
充
実
を
！

公
明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会
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一 般 質 問

南部総合公園体育館建設予定

問
　
平
成
25
年
度
、
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
は
12
万
１
０
４
０
件
で
交
通
事
故
件
数

の
20
％
（
警
察
庁
交
通
局
）。
多
く
の
子
ど

も
、
若
者
が
自
転
車
乗
用
中
に
死
傷
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
転
車
乗
用
中
に
学
生
、
子
ど

も
が
加
害
者
と
な
り
、
高
額
な
賠
償
を
命
じ

ら
れ
た
判
決
が
相
次
い
で
い
る
。
安
曇
野
市

内
中
学
生
９
４
５
人
が
自
転
車
通
学
を
し
て

い
る
現
実
が
あ
る
。
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

自
転
車
通
学
の
交
通
安
全
教
室
に
限

ら
ず
、
市
内
17
の
小
・
中
学
校
で
各
校
の
実

態
に
合
わ
せ
て
交
通
安
全
指
導
計
画
を
策
定

し
、
交
通
安
全
教
室
で
の
重
点
的
な
指
導
を

行
い
、
日
常
的
な
交
通
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
る
の
が
現
状
。
全
国
的
な
自
転
車
に
よ
る

交
通
事
故
の
増
加
や
、
自
転
車
を
運
転
し
て

い
る
学
生
、
子
ど
も
が
加
害
者
と
な
り
高
額

な
賠
償
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

問　

自
転
車
通
学
に
対
す
る
、
自
転
車
保
険

の
加
入
状
況
は
。

教
育
部
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
推
奨
す
る
賠

償
保
険
等
の
案
内
を
新
学
期
に
、
児
童
・
生

徒
を
通
じ
て
保
護
者
に
配
布
し
て
い
る
。
ど

れ
だ
け
加
入
し
て
い
る
か
は
把
握
を
し
て
い

な
い
。

問　

市
内
7
校
の
自
転
車
通
学
の
許
可
基
準

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
統
一
基
準
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

自
転
車
通
学
距
離
等
の
基
準
が

違
っ
て
い
る
。
す
ぐ
に
統
一
と
い
う
の
は
難

し
い
。基
準
の
見
直
し
が
可
能
か
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
行
財
政
改
革
の
視
点
か
ら
の
職
員
数
・
物 

　

件
費
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
資
源
物
（
資
源
ご
み
）
運
搬

　

変
更
に
つ
い
て

問　

介
護
保
険
制
度
の
今
回
の
見
直
し
は
介

護
の
社
会
化
を
１
８
０
度
転
換
し
、
介
護
の

責
任
を
再
び
家
族
や
地
域
へ
と
い
う
も
の

で
、
そ
の
支
援
体
制
を
市
町
村
の
裁
量
で
行

う
と
い
う
内
容
だ
。

　

要
支
援
1
、
2
の
通
所
介
護
、
訪
問
介
護

を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外
し
、
地
域
支
援
事

業
に
移
管
す
る
。
特
養
の
入
所
は
原
則
要
介

護
3
以
上
と
す
る
。
一
定
以
上
の
所
得
の
人

に
は
利
用
負
担
を
上
げ
る
。
補
足
給
付
の
見

直
し
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
が
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
な
の
か
伺

う
。

市
長　

制
度
改
正
の
柱
で
あ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
多
職
種
の
協
働
や
地

域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
行
う
た
め
に
、

ま
た
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
に
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
政
策
だ
。

問　

要
支
援
１
、
2
の
通
所
、
訪
問
介
護
が

地
域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
民
間
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
く

関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
体
制
づ
く
り
を
今
ど

の
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
の
か
。

保
健
医
療
部
長　

団
体
の
育
成
支
援
を
軸
に

研
修
会
等
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
新
た
な

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
取
り

組
み
を
検
討
す
る
。

問　

地
域
支
援
事
業
の
基
準
は
市
町
村
の
裁

量
で
決
め
る
の
か
。
上
限
枠
が
決
め
ら
れ
る

と
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
利
用
料
金
が
上
が
る

こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

保
健
医
療
部
長　

現
在
の
基
準
を
踏と
う
し
ゅ
う襲
せ
ず

に
定
め
る
内
容
に
な
る
か
は
国
か
ら
ま
だ
示

さ
れ
て
い
な
い
状
況
。
事
業
の
上
限
枠
は
国

の
示
す
上
限
額
に
応
じ
て
対
応
す
る
。
利
用

料
金
は
市
町
村
独
自
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
利
用
者
１
回
当
た
り
や
１
人
当

た
り
の
単
価
に
よ
る
方
法
等
考
え
ら
れ
る

が
、詳
細
が
ま
だ
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０

２
５
年
を
見
据
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

必
要
な
高
齢
者
ケ
ア
を
完
結
で
き
る
仕
組
み

を
目
指
す
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
や

介
護
、
福
祉
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
受

け
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

健
康
長
寿
を
主
要
施
策
に
掲
げ
、
介

護
予
防
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
度
、
市
内
の
65

歳
以
上
の
在
宅
の
全
員
に
対
し
て
、
身
体
や

生
活
の
状
況
、
日
常
の
困
り
事
等
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
、
現
在
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
病
院
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等

が
、
情
報
を
共
有
で
き
る
手
帳
は
ど
う
か
。

保
健
医
療
部
長　

市
内
の
高
齢
者
が
抱
え
る

問
題
解
決
の
た
め
に
、
医
療
、
介
護
、
地
域

の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
解
決
に
導
く
た

め
に
設
置
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

要
の
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
行
し
て
昨
年

度
か
ら
地
域
独
自
の
困
難
な
ケ
ー
ス
等
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
地
域
ケ
ア
個
別
会

議
を
開
催
し
て
、
医
師
、
区
長
、
民
生
委
員
、

商
店
、警
察
等
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

課
題
の
検
討
、
集
約
を
し
て
い
る
。
推
進
会

議
は
20
人
程
度
の
編
成
で
、
問
題
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
委
員
選

考
を
行
っ
て
い
る
。
手
帳
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み

と
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
す
る
。

問　

医
師
会
と
の
連
携
お
よ
び
地
域
で
見
守

る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

保
健
医
療
部
長　

認
知
症
の
早
期
発
見
、
対

応
の
た
め
の
安
曇
野
市
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
運
用
や
、
認
知
症
ケ
ア
会
議
を
定
期
的

に
開
催
し
、
医
師
会
と
介
護
の
連
携
を
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で
見
守
る
体
制
作

り
に
つ
い
て
は
、
徘
徊
等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
合
併
協
議
会
の
合
意
事
項
で
あ
る
南
部

総
合
公
園
内
の
総
合
体
育
館
（
延
面
積
６
１

０
０
㎡
）
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
に
建
設
予

定
地
の
地
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
時
は
い
つ
頃
の
完
成
予
定
で
あ
っ
た
か
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
21
年
度
に
調
査
、
平

成
22
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
23
・
24
年
度

に
建
設
工
事
と
い
う
予
定
に
な
っ
て
い
た
。

問　

地
質
調
査
実
施
以
降
、
事
業
を
見
送
っ

た
理
由
は
何
か
。

都
市
建
設
部
長　

平
成
21
年
10
月
に
ス
ポ
ー

ツ
振
興
計
画
策
定
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
振

興
計
画
と
の
整
合
が
必
要
と
判
断
し
た
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
で
、
老
朽
化
し
た

豊
科
南
社
会
体
育
館
は
、
南
部
総
合
公
園
内

の
体
育
館
建
設
時
に
廃
止
と
位
置
付
け
た
が

豊
科
南
社
会
体
育
館
は
いつ
頃
廃
止
予
定
か
。

教
育
部
長　

新
た
な
施
設
（
南
部
総
合
公
園

内
の
体
育
館
）
が
整
備
さ
れ
た
後
の
、
遅
く

と
も
平
成
32
年
度
の
予
定
。

問　

今
年
3
月
に
作
成
し
た
実
施
計
画
で
、

平
成
28
年
度
に
用
地
買
収
等
と
し
て
計
上
さ

れ
た
2
億
7
千
万
円
の
内
容
は
何
か
。

教
育
部
長　

体
育
館
と
駐
車
場
の
用
地
と
し

て
約
１
万
7
千
㎡
を
予
定
し
て
計
上
し
た
。

問　

市
長
は
南
部
総
合
公
園
内
の
体
育
館
建

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

合
併
協
議
会
の
合
意
事
項
は
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
合
併
特
例
債
の
期

限
内
に
建
設
し
な
い
と
財
政
的
に
は
非
常
に

厳
し
く
な
る
。早
急
に
結
論
を
出
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　

当
市
の
子
育
て
支
援
策
は
隣
の
松
本
市
、

塩
尻
市
と
比
較
し
て
遅
れ
て
い
る
と
思
う
。

支
援
策
の
遅
れ
が
続
く
と
、
都
市
間
競
争
の

敗
者
に
な
る
と
心
配
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長　

国
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」

に
向
け
て
、
本
年
度
末
に
は
安
曇
野
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

中学生学びへの道・自転車通学の時
と き

間

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

一 般 質 問

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

中
学
生
の
自
転
車
通
学
と
安
全

教
育
・
自
転
車
保
険
に
つ
い
て

政
和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

南
部
総
合
公
園
内
の
総
合
体
育
館
の

早
期
建
設
に
つ
い
て

信
政
会
　
竹
　
内
　
秀
太
郎

介
護
保
険
法
「
改
正
」
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
　
狩
　
久
美
子

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

具
体
化

公
明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会
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一 般 質 問

外国人向けの日本語教室（穂高）

問
　
市
長
は
農
業
を
重
要
な
産
業
か
ら
基
幹

産
業
へ
と
位
置
付
け
を
変
え
た
。
国
は
昨
年

12
月
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
に
つ
い
て
四

つ
の
改
革
を
打
ち
出
し
た
。
そ
の
一
つ
に
直

接
支
払
交
付
金
を
半
額
に
し
、
5
年
後
に
は

廃
止
す
る
。
一
方
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
方
向

で
協
議
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
農
業
政
策

に
対
す
る
見
解
と
対
策
を
伺
う
。

市
長　

平
成
23
年
度
に
策
定
の
農
業
・
農
村

振
興
基
本
計
画
で
「
農
業
で
稼
ぐ
」「
田
園

を
守
る
」「
安
曇
野
に
生
き
る
」
の
三
つ
の

柱
を
定
め
、
農
業
を
守
っ
て
い
く
。
具
体
的

に
は
6
次
産
業
化
の
推
進
、
食
育
推
進
、
農

業
高
校
や
県
農
政
部
等
関
係
機
関
と
新
技
術

開
発
、
特
産
品
の
振
興
等
を
図
っ
て
い
く
。

問　

兼
業
農
家
・
小
規
模
農
家
で
も
農
業
を

や
っ
て
い
け
る
方
向
で
の
検
討
は
し
て
い
る

か
。
タ
マ
ネ
ギ
の
機
械
化
一
貫
体
制
を
確
立

し
、
産
地
化
に
成
功
す
る
よ
う
に
期
待
し
て

い
る
が
、
昨
年
業
務
担
当
者
間
の
連
携
不
足

や
技
術
不
足
で
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
タ

マ
ネ
ギ
生
産
者
に
損
害
を
発
生
さ
せ
た
。
こ

の
点
の
検
討
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
タ
マ
ネ
ギ
の
産
地
加
算
面
積
は
小
面

積
で
も
対
象
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長　

農
業
を
健
康
長
寿
に
結
び
付
け
た

い
。
担
い
手
の
育
成
と
遊
休
荒
廃
農
地
の
解

消
に
努
め
、
農
業
再
生
協
議
会
で
技
術
的
な

面
、
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
林
部
長　

ロ
ス
を
出
し
た
こ
と
を
検
証
し
、

再
発
防
止
に
努
め
機
械
化
一
貫
体
系
を
さ
ら

に
継
続
し
て
い
く
。
産
地
加
算
面
積
の
基
準

50
ア
ー
ル
の
引
き
下
げ
を
検
討
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
市
民
生
活
と
市
政
運
営
に
多
大
な
影
響
が

　

あ
る
特
定
秘
密
保
護
法
に
つ
い
て

○
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
つ
い
て

問　

観
光
の
現
状
認
識
と
将
来
展
望
は
。

市
長　

全
国
の
観
光
地
間
の
競
争
は
ま
す
ま

す
激
化
。
市
内
の
宿
泊
施
設
や
観
光
関
連
施

設
は
小
規
模
が
多
く
、
外
国
人
観
光
客
対
策

の
遅
れ
、
観
光
事
業
者
間
の
連
携
不
足
等
課

題
が
あ
る
。

　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
地
域
資
源
や
暮

ら
し
の
豊
か
さ
を
来
訪
者
に
伝
え
、
具
体
的

に
は「
水
」「
農
」「
歴
史
・
文
化
、芸
術
」
を

テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
。

問　

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
方
は
。

市
長　

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
と
周
辺
整

備
を
行
い
、
市
民
の
憩
え
る
場
、
二
次
交
通

の
拠
点
、西
側
山
ろ
く
の
観
光
拠
点
と
す
る
。

問　

山
岳
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
三
郷
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
か
ら
須
砂
渡
を
経
由
し
、
烏
川
上

流
で
橋
梁
に
よ
り
穂
高
側
に
わ
た
る
地
域
間

の
一
体
感
を
醸
成
す
る
「
点
か
ら
線
」
の
ル

ー
ト
開
発
構
想
は
。

市
長　

回
遊
性
を
高
め
る
た
め
に
有
効
な
構

想
だ
と
思
う
が
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
関
係

機
関
と
の
協
議
も
含
め
計
画
の
必
要
性
等
総

合
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

特
殊
詐
欺
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　

最
近
「
特
殊
詐
欺
」
が
大
変
激
増
し
、

市
内
で
も
昨
年
は
7
件
１
億
4
千
万
円
弱
と

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
特
に
高
齢

者
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
市
の
対
策
が
急

が
れ
る
。
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
。

市
長　

市
で
は
こ
う
し
た
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
様
々
な
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
消
費
生

活
相
談
員
に
よ
る
出
前
講
座
、
隣
組
単
位
の

回
覧
板
の
活
用
、
市
広
報
紙
に
掲
載
、
そ
の

他
民
生
委
員
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
等
に
よ
る

訪
問
や
見
回
り
を
行
っ
て
い
る
。
区
や
地
区

社
協
を
中
心
に
地
域
に
お
け
る
支
え
あ
い
や

見
守
り
が
重
要
で
あ
る
。
引
き
続
き
警
察
署

や
防
犯
協
会
と
の
連
携
に
よ
り
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

問　

本
年
10
月
12
日
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・

プ
レ
大
会
の
①
目
的
②
実
行
委
員
会
形
式
③

信
濃
毎
日
新
聞
社
の
共
催
④
来
年
6
月
7
日

実
施
の
本
大
会
│
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

①
豊
か
な
自
然
環
境
と
人
々
の
魅
力

を
全
国
に
発
信
し
、
市
民
の
地
域
に
対
す
る

愛
情
や
誇
り
を
高
め
、
一
体
感
の
醸
成
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
②
行
政
の
み
で
な

く
全
市
を
あ
げ
て
地
域
力
の
た
く
ま
し
さ
を

発
揮
し
た
い
③
豊
か
な
経
験
と
知
識
・
情
報

発
信
力
が
あ
る
④
連
休
明
け
の
来
訪
者
が
減

少
す
る
時
期
に
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
滞
在

型
観
光
の
振
興
を
し
た
い
。

問　

進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

商
工
観
光
部
長　

5
月
23
日
第
2
回
の
実
行

委
員
会
を
開
き
、
実
施
要
綱
、
選
手
の
募
集

要
項
等
を
決
め
た
。コ
ー
ス
の
確
認
を
し
、職

員
に
よ
る
試
走
を
実
施
し
た
。
最
終
的
に
は

警
察
に
申
請
し
、
許
可
を
得
る
。
今
後
も
区

長
会
や
回
覧
文
書
に
よ
り
マ
ラ
ソ
ン
の
実
施

や
交
通
規
制
に
つ
い
て
了
解
を
得
て
い
く
。

7
月
1
日
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

選
手
の
募
集
を
始
め
た
い
。
参
加
者
数
は
千

人
を
予
定
し
、
市
民
枠
は
１
０
０
人
と
し
て

い
る
。
市
内
へ
の
宿
泊
、
滞
在
時
間
の
延
長

の
た
め
に
、
物
販
、
入
浴
割
引
、
美
術
館
の

割
引
等
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
に
取
り
組
む
。

問　

安
全
、
安
心
の
大
会
の
た
め
に
は
。

商
工
観
光
部
長　

給
水
5
か
所
、
4
か
所
の

収
容
関
門
と
医
師
、看
護
師
常
駐
の
救
護
所
、

車
の
入
れ
な
い
区
間
は
自
転
車
に
よ
る
Ａ
Ｅ

Ｄ
隊
を
予
定
し
て
い
る
。
直
前
に
コ
ー
ス
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
堤
防
道
路
等
点
検
す
る
。

問　

プ
レ
大
会
を
本
大
会
に
生
か
す
に
は
。

商
工
観
光
部
長　

交
通
規
制
、
ラ
ン
ナ
ー
の

走
行
状
況
等
に
つ
い
て
実
行
委
員
会
で
検
討

し
た
い
。
ま
た
、
本
大
会
は
招
待
選
手
、
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
を
考
え
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
超
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
施
策
に
つ
い
て

問　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
結
婚
支

援
・
婚
活
促
進
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

出
会
い
の
場
の
提
供
を
行
い
、
イ
ベ

ン
ト
を
市
内
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
元
商

店
街
あ
る
い
は
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
。

ほ
ど
よ
い
お
せ
っ
か
い
も
大
切
で
は
な
い
か
。

問　

結
婚
に
ま
つ
わ
る
悩
み
も
相
談
で
き
る

効
果
的
な
結
婚
相
談
事
業
の
実
現
は
。

福
祉
部
長　

相
談
、
協
議
等
に
つ
い
て
は
し

っ
か
り
と
し
て
い
き
た
い
。

問　

お
見
合
い
大
作
戦
や
恋
活
や
街
コ
ン
や

山
コ
ン
な
ど
の
婚
活
・
お
見
合
い
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
・
誘
致
等
は
。

福
祉
部
長　

事
業
を
委
託
し
て
い
る
商
工
会

青
年
部
に
積
極
的
に
活
動
し
て
も
ら
い
た
い

し
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
は
し
て
い
き
た
い
。

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
多
文
化

共
生
、
国
際
理
解
・
異
文
化
理
解
に
つ
い
て

問　

多
文
化
共
生
、
国
際
理
解
・
異
文
化
理

解
に
向
け
た
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

国
際
交
流
・
多
文
化
共
生
の
推
進
を

主
要
施
策
に
位
置
づ
け
、取
り
組
ん
で
い
る
。

問　

外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
室
・
生
活
文

化
講
座
、
お
知
ら
せ
・
掲
示
の
充
実
、
学
校

で
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
や
外
国
人
児
童
ア
フ
タ

ー
ス
ク
ー
ル
事
業
な
ど
各
種
支
援
の
充
実
は
。

政
策
部
長　

日
本
文
化
を
体
験
い
た
だ
け
る

事
業
を
実
施
。
家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
は
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
中

国
語
に
翻
訳
し
た
も
の
を
各
支
所
窓
口
に
備

え
つ
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

教
育
部
長　

受
講
生
の
実
情
に
合
わ
せ
た
日

本
語
教
室
の
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。
学
校

の
授
業
で
は
、
個
別
や
小
グ
ル
ー
プ
で
日
本

語
を
集
中
的
に
教
え
て
い
る
。

問　

外
国
籍
住
民
懇
話
会
や
多
文
化
共
生
懇

談
会
な
ど
を
通
じ
て
推
進
す
る
こ
と
は
。

総
務
部
長　

提
案
を
踏
ま
え
て
必
要
な
施
策

等
を
考
え
る
。
き
め
細
か
な
生
活
支
援
を
。

主要国の食料自給率

特殊詐欺被害防止のチラシ

美しい景色がいっぱいのマラソンコース

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

農
業
振
興
を
ど
う
進
め
る
か

無
所
属
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

滞
在
型
観
光
の
展
開

地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
構
想
提
案

政
和
会
　
黒
　
岩
　
豊
　
彦

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

結
婚
支
援
・
婚
活
促
進
を

信
政
会
　
林
　
　
　
孝
　
彦

合
併
10
周
年
記
念　

信
州
安
曇
野

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

政
和
会
　
平
　
林
　
德
　
子

（資料）農林水産省「食糧自給表」等により農林水産省で試算した。
（注）数値は、平成 21 年度（ただし、日本は 24 年度）

市政のここが聴きたい！！6 月
定例会

平成 24年度
39％
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◆山の日が新たに国民の休日となった。「山に親し
む機会を得て、山の恩恵に感謝する」
　幼少の頃、煮炊き風呂冬の暖、山からの食の恵み
も、全て山の恩恵を受け山神様に感謝のお祭りもし
ていた。いつしか山に入らず、祀っていた山神様の
お祭りも途絶えた。我が家の山は松枯れが目立つ。
山神様のお怒りか。少なくとも我が家の山の神（か

みさん・妻）がお怒りにならぬよう気遣いをしたいものだ。　　　　　　　　内川　集雄

◆６月 15 日の安曇野市消防団のポンプ操法大会では、日頃の練習の成果が存分に発揮さ
れ、どの分団が優勝してもおかしくないと感じた。乗車やホースの運搬、標的への放水、
号令や報告の声など、きびきびした動きが、まるで歌舞伎の形のように洗練されていて美
しかった。優勝チームをはじめ大会に参加している団員の中には大勢教え子がいて、地域
に貢献しているなとうれしくなった。また、「安全が第一だが、大会だから心苦しいけれ
ど点数をつけなければならない」と、トビの３番員と何度も駆けまわっていた教え子の消
防署員を頼もしく思った。彼らの労苦に報いる議会でありたいものだ。　　　井出　勝正

議会広報特別委員会　　　　
　　委 員 長　坂内不二男

　　副委員長　増田望三郎

　　委　　員　林　　孝彦　井出　勝正

　　　　　　　一志信一郎　藤原　正三

　　　　　　　中村今朝子　山田　幸与

　　　　　　　内川　集雄　小松　芳樹
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＊気軽にご意見をお聞かせください。

安
曇
野
に
暮
ら
し
て
、
40

年
近
く
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
プ
ス
の
美
し
い
姿
を
見
な
が

ら
、
暮
ら
せ
る
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
、

誰
に
で
も
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
所
だ

と
感
じ
ま
す
。
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
災

害
に
苦
し
む
中
、
こ
こ
安
曇
野
は
幸

い
に
も
、
大
き
な
災
害
の
心
配
も
少

な
く
、
県
外
の
方
に
も
ぜ
ひ
こ
の
安

曇
野
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
う
ば

か
り
で
す
。

誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
地
域
の
た
め
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
そ
の
一
端

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
業
の
こ

と
、
子
ど
も
達
と
の
こ
と
、
福
祉
の

こ
と
を
、
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
福
祉
の
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
暮
ら
し
続
け
た
安
曇
野
で
、
安

心
し
て
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
、
ど
ん
な
お
手
伝
い
が
で

き
る
か
、
学
習
し
な
が
ら
実
践
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
福

祉
を
担
う
若
者
や
子
ど
も
達
の
未
来

を
想
う
と
き
、
と
て
も
苦
し
い
も
の

が
あ
り
、
背
負
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

願
う
こ
と
は
、
若
い
世
代
が

増
え
る
こ
と
、
将
来
、

安
曇
野
で
暮
ら
す
子
ど
も
達
が
多
く

な
る
こ
と
。
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

そ
の
政
策
を
今
以
上
に
努
力
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
私
達
も
そ
の
た
め

に
、
私
達
が
で
き
る
身
近
な
こ
と
か

ら
、
安
曇
野
の
田
園
地
帯
や
そ
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
若
者
に
伝
え
る
努
力
を
、

ま
た
、
児
童
館
と
の
関
わ
り
や
食
育

を
通
じ
て
小
中
学
校
と
の
交
流
な
ど
、

こ
の
道
を
開
け
て
く
れ
た
先
輩
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
続
け
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
後
継
者
の
い
な
い
農
業
で

は
定
年
退
職
を
し
た
ま
だ
ま
だ
元
気

な
人
々
が
い
ま
す
。

定
年
後
の
生
き
が
い
作
り
や

仲
間
作
り
、
そ
し
て
子

ど
も
達
が
喜
ん
で
く
れ
る
な
ら
と
、

協
同
で
学
校
給
食
用
の
食
材
を
作
っ

て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
い
ま
す
。
安
曇
野
で
暮
ら
し

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
仲
間
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
人
が

い
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
議
員
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、
時
に
は
声

を
か
け
、
活
動
が
長
く
存
続
で
き
る

よ
う
応
援
を
し
、
共
に
こ
こ
で
暮
ら

す
自
分
達
の
た
め
に
努
力
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

北林 澄子さん

（堀金）

平成 26年安曇野市議会
9月定例会会期日程（予定）

9月1日（月）～9月29日（月）頃を予定。
皆様の傍聴をお待ちしています。

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。


